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新
年
は
す
で
に
勢
い
よ
く
走
り
出

し
て
い
ま
す
。
暮
れ
の
総
選
挙
は
共

産
躍
進
、
米
軍
新
基
地
反
対
沖
縄
県

民
の
前
進
な
ど
、
新
た
な
正
治
転
換

を
予
感
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
国
会
議
席
数
で
は
自
公
与

党
が
３
分
の
２
以
上
を
確
保
し
、
改

憲
発
議
の
可
能
性
を
残
し
た
こ
と
に

大
き
な
危
険
性
を
感
じ
ま
す
。

国
民
学
校(

小
学
校)

二
年
生
で
敗

戦
の
「
玉
音
放
送
」
を
聴
い
た
私
に

と
っ
て
、
戦
後
七
〇
年
は
戦
争
の
な

い
大
切
な
一
時
代
で
し
た
。
し
か
し

近
年
の
自
公
政
権
、
こ
と
に
安
倍
政

権
の
言
動
に
は
、
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か

ら
の
脱
却
と
称
し
て
明
治
憲
法
時
代

へ
の
回
帰
を
目
指
し
、
日
本
国
憲
法

と
国
連
憲
章
が
目
指
し
て
き
た
平
和
・

民
主
・
人
権
確
立
の
基
本
方
向
を
拒

否
し
、
か
つ
て
の
日
本
軍
国
主
義
の

侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
を
正
当
化
・

美
化
し
て
恥
じ
な
い
姿
勢
が
見
え
隠

れ
し
て
不
気
味
で
す
。
こ
れ
で
は
中

国
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
と
世
界
の
諸
国

民
か
ら
信
頼
と
尊
敬

を
得
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
時
代
錯
誤
の
歴
史

認
識
を
正
す
国
民
的

包
囲
網
の
強
化
が
必

要
で
す
。
日
中
友
好

協
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
の
大
き
さ
が
思

い
や
ら
れ
ま
す
。

十
二
月
に
試
写
会
を
終
え
こ
れ
か

ら
各
地
で
の
上
映
運
動
を
め
ざ
す
劇

映
画
「
望
郷
の
鐘
―
満
蒙
開
拓
団
の

落
日
」
の
取
り
組
み
も
、
五
月
下
旬

の
「
北
東
ア
ジ
ア
平
和

と
友
好
の
旅
」
へ
の
参

加
も
、
確
か
な
歴
史
認

識
を
深
め
広
げ
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
活
動
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
今

年
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

活
動
や
支
部
作
り
班
作

り
に
精
一
杯
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

平
和
・
民
主
・
人
権
確
立
の
方
向
こ
そ

日
中
友
好
の
基
礎

大
阪
府
連
合
会
会
長

渡
辺

武

府連通信

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

日
本
中
国
友
好
協
会

大
阪
府
連
合
会

大
阪
で
の
劇
映
画
「
望
郷
の
鐘
」

完
成
有
料
試
写
会
が
、
十
二
月
十
三

日
に
ク
レ
オ
大
阪
中
央
（
大
阪
市
天

王
寺
区
）
ホ
ー
ル
で
上
映
さ
れ
、
６

０
０
人
の
方
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

上
映
前
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
は
、

呼
び
か
け
人
の
一
人
で
あ
る
、
渡
辺

武
氏
（
日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
会

長
）
が
、
戦
前
、
国
民
は
真
実
を
知

ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
戦
争
に
駆
り
立

て
ら
れ
た
、
こ
の
映
画

は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を

告
発
し
、
現
在
安
倍
内

閣
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
「
戦
争
を
す
る
国

づ
く
り
」
へ
の
批
判
で

あ
り
、
二
度
と
「
騙
さ
れ
て
は
い
け

な
い
」
、
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
監
督
の
想
い
願
い
を
受
け
止

め
て
ほ
し
い
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

一
時
半
の
開
場
時
に

は
、
ロ
ビ
ー
に
人
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
受

け
入
れ
側
の
不
手
際

で
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
鑑
賞
後
に
寄

せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
・
感
想
が
１
０
０
通
を
こ
え
ま
し

た
。
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
「
素

晴
ら
し
く
美
し
く
つ
つ
ま
し
い
映
画

で
、
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
大
変

満
足
で
し
た
。
」
「
中
国
語
の
字
幕

が
ほ
し
か
っ
た
。
上
映
時
の
あ
い
さ

つ
に
も
通
訳
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
。
」

「
こ
の
時
期
に
「
国
家
の
嘘
、
軍
隊

の
裏
切
り
」
を
全
面
に
出
し
た
映
画

は
と
て
も
意
義
深
い
。
『
加
害
と
被

害
』
と
い
う
二
面
性
の
指
摘
も
『
騙

さ
れ
る
側
の
責
任
』
も
と
て
も
よ
か
っ

た
。
」
「
私
は
、
中
国
残
留
孤
児
三

世
で
す
。
祖
父
た
ち
を
ど
の
よ
う
に

誰
が
日
本
に
連
れ
て
帰
っ
て
き
て
く

れ
た
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
見

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
」

（
上
映
推
進
ニ
ュ
ー
ス
№
８
よ
り
）

映
画

望
郷
の
鐘
６
０
０
名
が
鑑
賞

鹿
児
島
や
高
知
か
ら
も

きりえ・近藤

１月１５日（木）３回上映します

会場：メイシアター中ホール 阪急吹田駅前

第１回 １０：３０ 第２回 １４：００

第３回 １８：３０ 前売券１２００円

製作協力券で入場可 当日券：大人１５００円、

学生１３００円、障がい者・中高生１０００円

映画「望郷の鐘」吹田上映

２月２２日（日）１２：００～

新婦人事務所（新谷町第２ビル）
地下鉄谷町線「谷町６丁目 ③ 出口」

会費３０００円(軽食を用意します)

太極拳や詩吟、中国語検定クイズ等の企画検討中

です。特技をおもちの方はご連絡下さい。

春節のつどい交流会

年頭所感



大
阪
府
連
財
政
強
化
の
た
め
の
年

末
募
金
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
六
団
体
と

六
八
名
か
ら
２
７
８
、
２
９
７
円

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

浅
野
弘
樹
、
浅
田
勝
美
、
石
井
勉
、
石

川
元
也
、
石
橋
章
一
、
一
芝
竹
夫
、
伊

藤
卓
次
、
上
原
朗
、
植
木
敏
久
、
大
阪

西
支
部
、
大
島
彰
吾
、
太
田
芳
男
、
大

塚
睦
子
、
大
西
武
、
大
野
参
三
、
大
森

輝
夫
、
尾
崎
俊
哉
、
押
川
直
孝
、
川
田

敬
子
、
北
谷
治
、
木
下
淨
、
久
冨
木
幸

子
、
栗
山
俊
子
、
後
藤
安
男
、
佐
竹
孝

夫
、
澤
野
井
公
夫
、
志
儀
省
二
郎
、
下

定
雅
弘
、
太
極
拳
委
員
会
・
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
、
高
瀬
敏
幸
、
高
林
勢
津
子
、
竹
馬

悠
紀
子
、
立
川
孝
信
、
田
原
順
子
、
玉

井
質
、
玉
川
和
隆
、
土
井
一
正
、
東
垣

内
清
、
藤
後
博
巳
、
仲
栄
真
文
次
、
中

澤
重
雅
、
中
原
恵
子
、
菜
の
花
会
太
極

拳
教
室
（
東
大
阪
）
、
西
村
幸
次
郎
、

西
村
成
雄
、
日
本
共
産
党
堺
市
会
議
員

団
、
日
本
共
産
党

北
・
福
島
地
区
委

員
会
、
日
本
共
産
党
寝
屋
川
市
会
議
員

団
、
布
川
雅
章
、
野
上
幸
江
、
野
口
政

廣
、
登
榮
一
、
一
法
真
證
、
橋
本
邦
久
、

浜
野
滋
、
姫
野
浄
、
平
松
悦
雄
、
廣
原

資
泰
、
福
井
駿
平
、
藤
本
直
枝
、
藤
本

弘
和
、
松
尾
豊
、
松
下
員
好
、
松
原
弥

寿
夫
、
本
並
美
徳
、
森
岡
繁
、
森
雅
克
、

安
田
善
則
、
薮
田
茂
、
山
本
實
、
横
内

義
明
、
吉
田
光
子
、
吉
本
喜
代
子
、
渡

辺
武
、
渡
辺
玲
子

（
敬
称
略
・
一
月
七
日
現
在
）
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安
倍
政
権
の
「
積
極
平
和
主
義
」

の
反
歴
史
性
と
好
戦
性

新
年
早
々
、
安
倍
首
相
は
今
年8

月
の
終
戦
記
念
日
に
向
け
て
、
「
反

省
と
貢
献
」
の
新
首
相
談
話
を
構
想

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
先

制
攻
撃
の
布
陣
を
取
り
ま
し
た
。
こ

の
二
つ
の
言
葉
を
並
列
す
る
と
こ
ろ

に
首
相
の
狙
い
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
が
直
ち
に
「
村
山
談
話
」
の
後

退
懸
念
を
示
し
た
の
は
当
然
で
す
が
、

米
・
オ
バ
マ
政
権
も
歴
代
政
権
の
歴

史
認
識
（
村
山
元
首
相
、
河
野
元
官

房
長
官
に
よ
る
戦
争
と
戦
争
犯
罪
謝

罪
談
話
）
を
引
き
継
ぐ
よ
う
求
め
た

と
こ
ろ
に
、
安
倍
政
権
の
性
格
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

中
国
に
変
化
の
き
ざ
し
を
み
る

中
国
に
お
け
る
汚
職
腐
敗
一
掃
の

動
き
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ

ん
。
習
近
平
さ
ん
は
「
人
心
を
失
え

ば
共
産
党
は
滅
び
る
」
と
ま
で
述
べ
、

「
法
治
に
も
と
づ
く
国
家
統
治
」
と

い
う
新
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
一
方
通
行
の
統
治
と

そ
の
弊
害
に
対
し
て
、
庶
民
の
怒
り

と
不
信
が
渦
巻
い
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
中
国
も
国
民
参
加
の
政
治
、

お
よ
び
成
長
主
義
の
経
済
発
展
で
は

な
く
環
境
保
全
と
格
差
是
正
を
は
か

る
経
済
の
安
定
成
長
の
時
代
を
迎
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し

て
覇
権
で
は
な
く
、
先
進
国
か
ら
も

途
上
国
か
ら
も
尊
敬
を
得
る
よ
う
な

国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
実
現
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
努
力
が

事
態
を
変
え
る

日
中
首
脳
会
談
が
と
も
か
く
も
行

わ
れ
た
と
い
う
好
機
を
し
っ
か
り
と

ら
え
て
、
歴
史
問
題
・
領
土
問
題
で

の
対
話
の
拡
大
と
深
化
、
互
恵
・
互

利
の
経
済
協
力
、
反
戦
平
和
と
核
の

廃
絶
に
向
か
っ
て
、
日
中
両
国
民
の

国
民
レ
ベ
ル
で
の
友
好
を
実
現
す
る

年
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
う
え
で
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
何
よ

り
も
私
た
ち
日
中
友
好
協
会
の
主
体

的
な
努
力
で
す
。
（
副
会
長
山
本
恒
人
）

日
中
友
好
の
基
盤
を
飛
躍
的
に

広
げ
固
め
る
決
定
的
な
年

「
留
学
時
代
、
寿
司
屋
の
湯
飲
み
に

書
か
れ
た
魚
偏
の
文
字
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
の
生
活
に
は

魚
が
大
き
な
位
置
を
占

め
て
い
ま
す
。
同
じ
よ

う
に
中
国
で
は
羊
で
す
。

い
つ
も
疲
れ
た
、
し
ん

ど
い
、
と
言
う
の
は
お

茶
漬
け
ば
か
り
食
べ
て

い
る
か
ら
で
す
よ
。
羊

を
お
食
べ
な
さ
い
。
元

気
が
出
ま
す
。
そ
れ
に
美
味
し
い
で

す
よ
。
」
と
あ
る
火
鍋
店
で
漢
族
の

ご
主
人
。
「
羊
肉
は
ク

セ
が
あ
る
し
、
臭
う
か

ら
い
や
。
」
と
モ
ン
ゴ

ル
族
の
奥
さ
ん
？
？
？

北
方
民
族
の
強
さ
の

秘
密
は
羊
だ
そ
う
で
す
。

大
移
動
に
は
羊
は
か
か

せ
ま
せ
ん
。
兵
隊
は
は

し
ご
を
か
け
る
と
城
壁

を
越
え
ら
れ
ま
す
が
、
ス
タ
ミ
ナ
源

の
羊
は
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
万
里
の
長
城
は
羊
を
連
れ
て

来
れ
な
く
す
る
た
め
に
築
か
れ
た
、

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
大
帝
国
を

築
い
た
元
も
万
里
の
長
城
に
は
苦
労

を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

羊
は
群
れ
を
成
す
と
こ
ろ
か
ら
家

族
の
安
泰
や
繁
栄
、
お
と
な
し
い
こ

と
か
ら
従
順
、
温
和
と
い
う
こ
と
で

好
ま
れ
ま
す
。
「
養
」
や
「
羨
」
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
「
羊
」
は
も
と
も

と
財
産
と
い
う
意
味
を
あ
ら
わ
し
て

い
ま
し
た
。

下
に
「
大
」
が
つ
い
て
「
美
」
に

な
り
ま
し
た
が
、
昔
は
「
お
い
し
い
」

と
か
「
よ
い
」
と
か
言
う
意
味
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
今
で
は
「
う

つ
く
し
い
」
と
い
う
意
味
に
転
じ
ま

し
た
。

さ
ら
に
転
じ
て
「
善
」
と
か
「
義
」

の
よ
う
に
発
展
し
ま
し
た
。
「
善
」

と
か
「
義
」
と
は
ま
っ
た
く
縁
の
な

い
羊
頭
狗
肉
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な

「
安
倍
経
済
学
」
や
「
大
阪
都
構
想
」
。

い
く
ら
食
品
偽
装
が
流
行
っ
た
と
い
っ

て
も
こ
れ
ば
か
り
は
許
せ
ま
せ
ん
！

未
年
、
春
に
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が

や
っ
て
来
ま
す
。（

石
井

勉
）

「
羊
」
は
財
産
を
表
し
て
い
た

家
族
の
安
泰
や
繁
栄
、
従
順
や
温
和
か
ら

年
末
募
金
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

羊年

きりえ・近藤

１/１８（日）9：00～ 参加費：１０００円

会場：北スポーツ（中津）第２体育場

大阪府連太極拳新春初げいこ


